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学問ノススメ（左）と御
お
廻
かいこくさま
国様木

き
札
ふだ
（右）

薬種道具

普請関係史料６冊

修理途中の建物内部

　

展
示
で
は
、
旧
木
下
家
住
宅
の

概
要
や
修
理
工
事
の
内
容
を
工
程

順
に
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、修
理
工
事
の
中
で
わ
か
っ

て
き
た
こ
と
や
、
永
平
寺
大
工
が

関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
精
巧
な
加

工
技
術
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
江
戸
時

代
か
ら
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

木
下
家
の
歴
史
や
、
各
時
代
に
ど

の
よ
う
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た

の
か
に
つ
い
て
古
文
書
や
史
資
料

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
見
ど
こ
ろ
は
、
幕
府
巡
見

使
（
大
名
・
旗
本
の
監
視
と
情
勢

調
査
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
使
者
）

に
か
か
わ
る
資
料
や
、
近
世
か
ら

近
代
の
教
科
書
、
繊
維
や
製
薬
に

か
か
わ
る
史
料
で
す
。
ま
た
、
建

物
と
と
も
に
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
普
請
関
係
文
書
の
コ
ピ
ー

を
手
に
取
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
木
下
家
で
使
わ
れ

て
き
た
珍
し
い
農
具
や
生
活
用
具

な
ど
も
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
木
下

家
の
前
庭
か
ら
出
土
し
た
市
指
定

文
化
財
の
御
物
石
器
や
縄
文
土

器
、
古
代
か
ら
中
世
・
近
世
に
わ

た
る
出
土
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

天
保
９
年
（
１
８
３
９
）
に
勝

山
市
域
を
訪
れ
た
幕
府
巡
見
使

は
、
遅
羽
か
ら
勝
山
町
、
野
向
地

区
を
巡
り
、
東
野
村
で
休
息
し
ま

し
た
（
経
路
図
展
示
）。
こ
の
時
、

隣
村
の
木
下
家
に
も
立
ち
寄
っ
た

こ
と
を
示
す
木
札
（
御
廻
国
様
木

札
）
が
、
木
下
家
の
資
料
の
中
か

ら
見
つ
か
り
、展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
札
は
、
幕
府
の
巡
見
使
を

お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
入
り
口

に
掛
け
ら
れ
た
木
札
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

今
回
の
修
理
工
事
で
は
、
永
平

寺
大
工
が
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る

加
工
の
跡
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
農
家
で

は
珍
し
い
装
飾
板
が
軒
先
や
座
敷

に
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ

の
一
枚
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ザ
シ
キ
に
は
、
精

巧
な
加
工
技
術
が
各
所
で
認
め
ら

れ
、
天
井
板
の
重
ね
る
部
分
や
、

床
柱
の
横
に
渡
す
長
押
に
、
細
か

な
加
工
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

９
月
24
日（
月
・
振
）
午
後
１

時
よ
り
、
旧
木
下
家
住
宅
の
現
地

見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
勝

山
城
博
物
館
か
ら
見
学
バ
ス
（
定

員
25
人
）
が
出
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
史
蹟
整
備
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

修
理
工
事
は
、
今
年
の
10
月
末

に
完
了
す
る
予
定
で
、
そ
の
後
、

指
定
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
防

火
対
策
工
事
な
ど
を
行
い
、
来
年

の
春
に
は
一
般
公
開
す
る
予
定
で

す
。

幕
府
巡
見
使
、

木
下
家
に
立
寄
る

永
平
寺
大
工
の
技

関
連
イ
ベ
ン
ト

今
後
の
予
定

見
ど
こ
ろ
は
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勝
山
城
博
物
館
で

勝
山
城
博
物
館
で

「
旧
木
下
家
住
宅
大
解
剖
展
」
始
ま
る

「
旧
木
下
家
住
宅
大
解
剖
展
」
始
ま
る

9
月
30
日
㈰
ま
で
開
催

問
史
蹟
整
備
課
（
教
育
会
館
２
階
）
☎
88
‐
８
１
１
３

　

勝
山
市
と
勝
山
城
博
物
館
の
連

携
に
よ
る
第
５
回
目
の
共
催
展

「
重
要
文
化
財　

旧
木
下
家
住
宅

大
解
剖　

１
８
０
年
ぶ
り
の
大
修

理
」
が
７
月
21
日
か
ら
、
勝
山
城

博
物
館
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
現
在
、
北

郷
町
伊
知
地
区
（
上
野
区
）
で
進

め
て
い
ま
す
国
の
重
要
文
化
財　

旧
木
下
家
住
宅
の
四
か
年
に
わ
た

る
大
規
模
修
理
事
業
に
お
い
て
、

新
た
に
分
か
っ
て
き
た
内
容
を
い

ち
早
く
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
木
下
家
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史

や
変
遷
、
実
際
に
木
下
家
で
使
わ

れ
て
い
た
農
具
や
生
活
用
具
な

ど
、
約
２
０
０
点
の
資
料
を
一
堂

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

木
下
家
は
、
江
戸
時
代
後
期
に

伊
知
地
村
の
庄
屋
を
務
め
た
農
家

で
す
。

　

建
物
は
今
か
ら
１
８
０
年
前
の

天
保
年
間
（
１
８
３
０
〜
４
４
）

に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
、
残
さ
れ

た
建
築
関
係
文
書
か
ら
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
は
、
建
物
は
木
下
家
が
新
築

さ
れ
て
か
ら
増
改
築
が
ほ
と
ん
ど

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
江
戸
時
代
後

期
の
当
初
の
姿
を
今
に
留
め
る
貴

重
な
建
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

建
物
内
部
の
間
取
り
に
つ
い
て

も
、
当
初
の
形
を
良
く
残
し
て
い

ま
す
。
玄
関
を
入
る
と
、
前
面
に

大
き
な
土
間
空
間
が
広
が
り
、
そ

の
後
方
に
８
畳
の
和
室
が
４
部
屋

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
奥
に
仏
壇
を
置
く
部
屋
や
坊

主
部
屋
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
冠
婚
葬
祭
時
に
、
仏
壇
を
中

心
に
建
物
内
部
を
広
く
使
う
工
夫

が
な
さ
れ
た
間
取
り
で
、
浄
土
真

宗
の
信
仰
の
厚
い
地
域
特
有
の
も

の
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
間
取
り
は
、
福
井

市
か
ら
勝
山
市
・
大
野
市
に
か
け

て
分
布
す
る
も
の
で
、
そ
の
代
表
例

が
木
下
家
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
建
築
年
代
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
古
民
家
が
多
い
中
に

あ
っ
て
、
木
下
家
に
は
建
築
関
係

の
資
料
が
残
り
、
腕
の
良
い
永
平

寺
大
工
が
携
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
平
成

22
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
県
内
で
は
、
７
番
目
の
茅

葺
き
民
家
の
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
理
工
事
は
、
建
築
以

来
、
１
８
０
年
ぶ
り
の
大
規
模
修

理
と
な
る
と
と
も
に
、
県
内
の
重

文
茅
葺
き
民
家
の
本
格
的
修
繕
と

し
て
は
、
昭
和
53
年
に
行
わ
れ
た

越
前
市
の
旧
谷
口
家
住
宅
以
来
、

40
年
ぶ
り
の
工
事
と
な
り
ま
し

た
。

国指定時の旧木下家（平成22年）

修理前の旧木下家（平成27年）

重
要
文
化
財

旧
木
下
家
住
宅
と
は




